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平
成
二
十
四
年
十
月
九
日

第
三
千
四
百
三
十
六
号

増

刊

①

　
　
　
　

規
　
　
　
則
（
第
四
十
五
号
︲
第
四
十
六
号
）

○
福
岡
県
立
公
文
書
館
条
例
施
行
規
則　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
行
政
経
営
企
画
課
）
…
…
…
…
…
一

○
福
岡
県
立
公
文
書
館
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
行
政
経
営
企
画
課
）
…
…
…
…
…
七

　

福
岡
県
立
公
文
書
館
条
例
施
行
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　
　

小　

川　
　

洋

福
岡
県
規
則
第
四
十
五
号

　
　
　

福
岡
県
立
公
文
書
館
条
例
施
行
規
則

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
福
岡
県
立
公
文
書
館
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
岡
県
条
例
第
三
号
。
以
下
「

　

条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
開
館
日
）

第
二
条　

福
岡
県
立
公
文
書
館
（
以
下
「
公
文
書
館
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
日
を
除
き
開
館

　

す
る
。

　

一　

月
曜
日
（
そ
の
日
が
次
号
に
規
定
す
る
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
日
後
に
お
い
て
そ
の
日

　
　

に
最
も
近
い
休
日
で
な
い
日
）

　

二　

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日

　

三　

十
二
月
二
十
八
日
か
ら
翌
年
一
月
四
日
ま
で
の
日

２　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
臨
時
に
休
館
し
、
又
は
開
館
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
開
館
時
間
）

第
三
条　

公
文
書
館
の
開
館
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。

２　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
臨
時
に
開
館
時
間
を
変
更
す
る

　

こ
と
が
で
き
る
。

　

（
管
理
及
び
利
用
の
手
続
）

第
四
条　

公
文
書
館
の
管
理
及
び
利
用
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
条
例
及
び
こ
の
規
則
で
定
め
る
も
の
の

　

ほ
か
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

（
目
録
の
作
成
及
び
公
表
）

第
五
条　

条
例
第
三
条
第
五
項
の
必
要
な
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
条
例
第
五
条
第
一
項
第
一
号

　

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
情
報
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

　

一　

分
類

　

二　

名
称

　

三　

作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
組
織
の
名
称

　

四　

作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
時
期

　

五　

公
文
書
館
に
お
い
て
保
存
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
時
期

　

六　

保
存
場
所

　

七　

媒
体
の
種
別

　

八　

そ
の
他
適
切
な
保
存
及
び
利
用
に
資
す
る
情
報

２　

知
事
は
、
条
例
第
三
条
第
五
項
の
目
録
に
つ
い
て
、
公
文
書
館
に
備
え
て
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る

　

と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
公
表

　

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
利
用
請
求
書
）

第
六
条　

条
例
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

　

一　

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
の
請
求
番
号

　

二　

利
用
の
方
法

　

三　

利
用
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
連
絡
先

２　

条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
請
求
書
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
利
用
請
求
書
（
別
記
様
式

　

）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

目
　
　
　
次

規
　
　
　
則
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（
本
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類
）

第
七
条　

条
例
第
六
条
の
利
用
請
求
を
す
る
者
は
、
知
事
に
対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず

　

れ
か
を
提
示
し
、
又
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
郵
送
に
よ
っ
て
利
用
請
求
を
す
る

　

場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
複
写
機
等
を
用
い
て
複
写
し
た
書
類
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

運
転
免
許
証
、
旅
券
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律

第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
民
基
本
台

帳
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
自
治
省
令
第
三
十
五
号
）
別
記
様
式
第
二
の
様
式
に
よ
る
も
の
に

限
る
。
）
そ
の
他
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
た
書
類
で
あ
っ
て
、
当
該
利
用
請
求
を
し
よ

う
と
す
る
者
が
個
人
情
報
の
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の

二　

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
前
号
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
し
、
又
は
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
に
は
、
当
該
利
用
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
個
人
情
報
の
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
書
類

２　

法
定
代
理
人
が
本
人
に
代
わ
っ
て
請
求
す
る
場
合
は
、
戸
籍
抄
本
そ
の
他
そ
の
資
格
を
証
明
す
る

書
類
及
び
法
定
代
理
人
自
身
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
を
提
出
し
、
又
は
提
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
法
定
代
理
人
自
身
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め

に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　

（
利
用
決
定
の
通
知
）

第
八
条　

条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

　

一　

利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
日
時
及
び
場
所

　

二　

一
部
を
利
用
さ
せ
な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由

　

三　

利
用
の
方
法

　

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
）

第
九
条　

条
例
第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
第
二
号

　

に
掲
げ
る
事
項
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
二
項
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）
と
す
る
。

　

一　

利
用
請
求
の
年
月
日

　

二　

条
例
第
十
条
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
理
由

　

三　

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
内
容

　

四　

意
見
書
を
提
出
す
る
場
合
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限

２　

条
例
第
十
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

　

一　

利
用
請
求
の
年
月
日

　

二　

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
の
利
用
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
理
由

　

三　

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
に
付
さ
れ
て
い
る
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意

　
　

見
の
内
容

　

四　

意
見
書
を
提
出
す
る
場
合
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限

　

（
電
磁
的
記
録
の
利
用
方
法
）

第
十
条　

条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
知
事
が
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
電
磁
的
記
録
の
種

　

別
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
と
す
る
。

　

一　

録
音
テ
ー
プ
又
は
録
音
デ
ィ
ス
ク　

次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
方
法

　
　

イ　

当
該
録
音
テ
ー
プ
又
は
録
音
デ
ィ
ス
ク
を
専
用
機
器
に
よ
り
再
生
し
た
も
の
の
聴
取

　
　

ロ　

当
該
録
音
テ
ー
プ
又
は
録
音
デ
ィ
ス
ク
を
録
音
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
（
録
音
時
間
百
二
十
分
の

　
　
　

も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
複
写
し
た
も
の
の
交
付

　

二　

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
又
は
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク　

次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
方
法

　
　

イ　

当
該
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
又
は
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
を
専
用
機
器
に
よ
り
再
生
し
た
も
の
の
視
聴

　
　

ロ　

当
該
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
又
は
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
を
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
（
録
画
時
間
が　

　
　
　

百
二
十
分
で
Ｖ
Ｈ
Ｓ
方
式
の
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
複
写
し
た
も
の
の
交
付

三　

前
二
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
そ
の
他
の
電
磁
的
記
録　

次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
方
法
で

あ
っ
て
、
知
事
が
そ
の
保
有
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
電
子
計
算
機
に
対
す
る
指
令
で
あ
っ
て
、
一
の

結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
も
の

イ　

当
該
電
磁
的
記
録
を
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
三
番
以
下
の
大
き
さ
の
用
紙
に
出
力
し
た
も
の
の

閲
覧
又
は
交
付

ロ　

当
該
電
磁
的
記
録
を
専
用
機
器
に
よ
り
再
生
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
視
聴
（
当
該
閲
覧
又
は

視
聴
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
き
に
限
る
。
）

ハ　

当
該
電
磁
的
記
録
を
Ｃ
Ｄ
ー
Ｒ
そ
の
他
の
電
磁
的
記
録
媒
体
に
複
写
し
た
も
の
の
交
付
（
当

該
複
写
し
た
も
の
の
交
付
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
き
に
限
る
。
）

　

（
特
定
歴
史
公
文
書
の
利
用
）

第
十
一
条　

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
の
閲
覧
、
視
聴
又
は
聴
取
を
す
る
も
の
が
、
当
該
特
定
歴
史

公
文
書
を
改
ざ
ん
し
、
汚
損
し
、
又
は
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
歴
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史
公
文
書
の
閲
覧
、
視
聴
又
は
聴
取
の
中
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

特
定
歴
史
公
文
書
の
写
し
の
作
成
方
法
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

３　

特
定
歴
史
公
文
書
の
写
し
の
交
付
の
部
数
は
、
請
求
一
件
に
つ
き
一
部
と
す
る
。

　

（
公
文
書
等
の
写
し
の
交
付
に
要
す
る
費
用
）

第
十
二
条　

条
例
第
十
二
条
に
規
定
す
る
特
定
歴
史
公
文
書
の
写
し
の
交
付
に
要
す
る
費
用
は
、
別
表

第
一
に
定
め
る
額
と
す
る
。

２　

特
定
歴
史
公
文
書
の
写
し
の
交
付
を
受
け
る
も
の
は
、
前
項
の
費
用
を
前
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３　

行
政
資
料
の
写
し
の
交
付
に
要
す
る
費
用
は
、
別
表
第
二
に
定
め
る
額
と
し
、
納
付
に
つ
い
て
は

、
前
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　

（
移
管
元
機
関
へ
の
通
知
）

第
十
三
条　

条
例
第
十
三
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

不
服
申
立
て
の
年
月
日

　

二　

不
服
申
立
て
の
趣
旨

　

三　

不
服
申
立
て
に
係
る
利
用
決
定
等
の
内
容

　

（
審
査
会
の
組
織
）

第
十
四
条　

条
例
第
十
七
条
の
福
岡
県
特
定
歴
史
公
文
書
利
用
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。

　

）
は
、
三
人
の
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

２　

審
査
会
に
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。

３　

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
査
会
を
代
表
す
る
。

４　

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
又
は
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
委
員
が

　

、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

　

（
審
査
会
の
委
員
）

第
十
五
条　

審
査
会
の
委
員
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
の
利
用
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う

　

ち
か
ら
知
事
が
委
嘱
す
る
。

２　

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す

　

る
。

３　

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
審
査
会
の
会
議
）

第
十
六
条　

審
査
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
し
、
会
長
が
そ
の
議
長
と
な
る
。

２　

審
査
会
は
、
委
員
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

３　

審
査
会
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ

　

ろ
に
よ
る
。

　

（
審
査
会
の
庶
務
）

第
十
七
条　

審
査
会
の
庶
務
は
、
公
文
書
館
に
お
い
て
処
理
す
る
。

　

（
審
査
会
に
関
す
る
補
則
）

第
十
八
条　

第
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

　

は
、
会
長
が
審
査
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

　

（
簡
便
な
方
法
に
よ
る
利
用
）

第
十
九
条　

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
（
条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
条
例
第
四
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
に
定
め
る
方
法
の
ほ
か
、
別
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
簡
便
な
方
法
に
よ
り
利
用
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
特
定
歴
史
公
文
書
の
貸
出
し
）

第
二
十
条　

知
事
は
、
学
術
研
究
、
社
会
教
育
等
の
公
共
的
目
的
を
有
す
る
行
事
等
に
お
い
て
利
用
す

る
た
め
に
特
定
歴
史
公
文
書
の
貸
出
し
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
を
貸
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
原
本
の
特
別
利
用
）

第
二
十
一
条　

知
事
は
、
原
本
の
利
用
を
認
め
る
と
そ
の
保
存
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
特
定

歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、
そ
の
写
し
に
よ
っ
て
は
利
用
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
等

原
本
に
よ
る
利
用
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
に
慎
重
な
取

扱
い
を
確
保
し
た
上
で
、
当
該
原
本
を
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
県
の
機
関
に
よ
る
利
用
）

第
二
十
二
条　

県
の
機
関
が
特
定
歴
史
公
文
書
を
利
用
す
る
場
合
の
手
続
及
び
方
法
に
つ
い
て
は
、
別

に
定
め
る
。

（
使
用
料
の
徴
収
時
期
）

第
二
十
三
条　

使
用
料
は
、
公
文
書
館
の
施
設
の
利
用
の
承
認
の
際
に
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
国
又
は

他
の
地
方
公
共
団
体
が
利
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
後
に
お
い
て
確
定
す
る
使
用
料
は
、
公
文
書
館
の
施
設
を
利
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備
考　

一
の
項
、
二
の
項
又
は
五
の
項
一
の
場
合
に
お
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
三
番
以
下

　

の
大
き
さ
の
用
紙
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
両
面
印
刷
の
用
紙
を
用
い
る
と
き
は
、
片

　

面
を
一
枚
と
し
て
算
定
す
る
。

別
表
第
二
（
第
十
二
条
関
係
）

備
考　

日
本
工
業
規
格
Ａ
列
三
番
以
下
の
大
き
さ
の
用
紙
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
両
面

　

印
刷
の
用
紙
を
用
い
る
と
き
は
、
片
面
を
一
枚
と
し
て
算
出
す
る
。

別
表
第
三
（
第
二
十
三
条
関
係
）

　

用
し
た
後
に
徴
収
す
る
。

　

（
附
属
設
備
等
使
用
料
）

第
二
十
四
条　

条
例
別
表
備
考
二
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
使
用
料
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
と
す

　

る
。

　

（
使
用
料
の
還
付
）

第
二
十
五
条　

条
例
第
三
十
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
還
付
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
使
用
料
の
額
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一　

天
災
地
変
そ
の
他
利
用
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
で
公
文
書
館
を
利
用
で
き

な
く
な
っ
た
場
合　

使
用
料
の
額
の
全
額

二　

条
例
別
表
に
掲
げ
る
施
設
の
利
用
の
申
込
み
を
し
た
者
が
、
利
用
の
日
か
ら
一
週
間
前
ま
で
に

当
該
利
用
の
取
消
し
を
申
し
出
た
場
合　

使
用
料
の
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額

三　

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合　

知
事
が
必
要
と
認
め
る

額
（
使
用
料
の
減
免
）

第
二
十
六
条　

条
例
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
額
又
は
免
除
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
使
用
料
の
額
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一　

国
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体
が
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
研
修
そ
の
他
公
文
書
に
関
す
る
事
業

を
実
施
す
る
場
合　

使
用
料
の
額
の
全
額

　

二　

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合　

知
事
が
必
要
と
認
め
る
額

　

（
補
則
）

第
二
十
七
条　

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　

　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
条
例
附
則
第
一
項
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
四

条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
十
二
条
関
係
）

区
分

交
付
す
る
写
し

金
額

一　

文
書
、
図
画
又
は
写

　

真

一　

複
写
機
に
よ
り
複
写
し
た
も
の

　

（
単
色
刷
り
）

一
枚
に
つ
き

一
〇
円

二　

複
写
機
に
よ
り
複
写
し
た
も
の

　

（
多
色
刷
り
）

一
枚
に
つ
き

三
〇
円

二　

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

用
紙
に
印
刷
し
た
も
の

用
紙
一
枚
に
つ
き

一
〇
円

三　

録
音
テ
ー
プ
又
は
録

　

音
デ
ィ
ス
ク

録
音
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
複
写
し
た
も
の

一
巻
に
つ
き

一
二
〇
円

四　

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
又
は

　

ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク

ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
複
写
し
も
の

一
巻
に
つ
き

一
七
〇
円

五　

電
磁
的
記
録
（
三
の

　

項
及
び
四
の
項
に
該
当

　

す
る
も
の
を
除
く
。
）

一　

用
紙
に
出
力
し
た
も
の
（
単
色
刷
り
）

用
紙
一
枚
に
つ
き

一
〇
円

二　

用
紙
に
出
力
し
た
も
の
（
多
色
刷
り
）

用
紙
一
枚
に
つ
き

三
〇
円

三　

Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
に
複
写
し
た
も
の

一
枚
に
つ
き

八
〇
円

四　

そ
の
他
の
電
磁
的
記
録
媒
体
に
複
写
し
た

　

も
の

当
該
の
写
し
の
作
成
に
要

す
る
費
用
に
相
当
す
る
額

六　

そ
の
他
の
公
文
書

当
該
公
文
書
の
性
質
に
応
じ
作
成
し
た
写
し

当
該
の
写
し
の
作
成
に
要

す
る
費
用
に
相
当
す
る
額

区
分

交
付
す
る
写
し

金
額

行
政
資
料　
　
　
　
　
　

　
　
　

一　

複
写
機
に
よ
り
複
写
し
た
も
の
（
単
色
刷

　

り
）

一
枚
に
つ
き

一
〇
円

二　

複
写
機
に
よ
り
複
写
し
た
も
の
（
多
色
刷

　

り
）

一
枚
に
つ
き

三
〇
円
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区
分

品
名

単
位

金
額

研
修
室

音
響
装
置

一
式
（
一
時
間
）

二
八
〇
円

Ｖ
Ｔ
Ｒ
一
体
型
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー

一
式
（
一
時
間
）

一
七
〇
円

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー	

一
式
（
一
時
間
）

二
三
〇
円

コ
ン
デ
ン
サ
ー
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン

一
本
（
一
時
間
）

一
四
〇
円

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン

一
本
（
一
時
間
）

八
〇
円

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン

一
本
（
一
時
間
）

二
二
〇
円

床
上
型
マ
イ
ク
ス
タ
ン
ド

一
本
（
一
時
間
）

二
〇
円

卓
上
型
マ
イ
ク
ス
タ
ン
ド

一
本
（
一
時
間
）

二
〇
円
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別記様式 

特定歴史公文書利用請求書 
年	
 	
 月	
 	
 日 

	
 殿 
住所（法人その他の団体にあっては、事務所又は事業所の所在地）	
 	
  

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 〒	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
   
氏名（法人その他の団体にあっては、名称及び代表者の氏名） 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
   
電話番号：（	
 	
 	
 	
 	
 ）	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 − 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

（連絡先又は連絡担当者が上記と異なる場合は、その連絡先又は連絡担当者） 

住所：〒	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
   
氏名：	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 電話番号：（	
 	
 	
 ）	
 	
 	
 − 	
 	
 	
 	
 	
  

福岡県立公文書館条例（平成２４年福岡県条例第３号）第４条第１項の規定により、次のとおり特定歴史公

文書の利用を請求します。 

NO 請求番号 
特定歴史公文書の名称 

（資料名） 
利用の方法 

職員記入欄 

出 返 

１   
・閲覧等 
・写しの交付（□郵送希望） 

 
 

 

２  
 
 

・閲覧等 
・写しの交付（□郵送希望） 

 
 

 

３  
 
 

・閲覧等 
・写しの交付（□郵送希望） 

 
 

 

４  
 
 

・閲覧等 
・写しの交付（□郵送希望） 

 
 

 

５  
 
 

・閲覧等 
・写しの交付（□郵送希望） 

 
 

 

６ 
  ・閲覧等 

・写しの交付（□郵送希望） 
 

 
 

７ 
  

 
・閲覧等 
・写しの交付（□郵送希望） 

 
 

 

８ 
  

 
・閲覧等 
・写しの交付（□郵送希望） 

 
 

 

９ 
  

 
・閲覧等 
・写しの交付（□郵送希望） 

 
 

 

１０ 
  

 
・閲覧等 
・写しの交付（□郵送希望） 

 
 

 

【注意事項】 
・	
 太枠内を記入してください。 
・	
 請求番号は、福岡県立公文書館が公表する目録に記載された請求番号を記載してください。 
・	
 「閲覧等」には視聴も含まれます。 
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福
岡
県
立
公
文
書
館
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　

福
岡
県
規
則
第
四
十
六
号

　
　
　

福
岡
県
立
公
文
書
館
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

　

福
岡
県
立
公
文
書
館
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
岡
県
条
例
第
三
号
）
附
則
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る

規
定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
八
日
と
す
る
。


